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パ ガン,ピンヤ,インワ時代の ビルマ人仏教徒の功徳

大 野 徹*

DedicationsoftheBuddhistBurmanduringPagan,

PinyaandAvaPeriods

by

Toru OHNO

BurmesechroniclesglVeupan information thatthereligion ofBurmahas

beenTheravadaBuddhism sinceKingAnawrahtaconqueredThaton,capitalofthe

MomKingdom,in1057. Thisinformationdoesnot,however,Coincidewith any

descriptionoftheBurmeseinscriptionswritteninPagan,PinyaandAvaperiods.

Accordingtotheseinscriptions,thereligionofBurmainthosedayswas,no

doubt,TheravadaBuddhismdescendedfromCeylon.TheBurmanasthebuddhist

inthosedaysmanufacturedBuddha'simageswith gold and silver,copied the

P51iCanon,Tibitaka,builtPagodasandmonasteries,andofferedvariousdedica-

tionssuchasagrlCulturallandsandhumanbeingsasthePagodaslaves.

InmakingsuchareligiousofferingstoThreeGems,theLord Buddha,the

Law and theMonk,donorsexpected toliberatefrom thefearofrebirthin

Sadisara,toattainOmniscienceandtorealizeNirvana.Theyprayednotonlyfor

themselvesbutalsoforothers.ThisattitudeofdonorscanbecalledMahayanistic

intheory.Aninscriptionwrittenin1278A.D.(pl.no.289oftheZnsc7･iptionsof

Burma compiled by UPeMaungTin and G.H.Luce)revealstheexistenceof

theSanskritVydkaranaaswellasthePaliCanon. Lokanatha (Avalokite昌vara),

oneoftheMahえyanaBodhisallva,wasalsoworshippedbytheBurmaninthose

days.Itis,tllerefore,evidentthatMahayanasectofBuddhism had oncebeen

fairlypowerfulinBurma.

Ⅰ ビルマ語碑文の構成

ビルマ語の碑文は,かつて述べた1)ように,原則として統一した形式をそなえており,一般

に次のような順序に配列されている｡

(1) パーリ語の三帰依文または総礼文

*大阪外国語大学ビルマ語学科

1)大野 1965,pp.110-114.
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(2) ビルマ暦または仏暦による碑文の作成年月日

(3) 功徳の施主の名称

(4) 功徳の対象 (一般に仏法僧の三宝)

(5) 功徳の内容 (奴隷,土地等の奉納)

(6) 輪廻の苦しみからの解放,解脱,入浸輿への祈願

(7) 功徳の破壊者,掠奪者への呪誼.

ただし碑文によっては,これらの要素の内いずれかを欠く場合がある｡

パーリ語の総礼文または三帰依文は碑文の冒頭に掲げられているのが普通で,仏陀に対する

帰敬と三宝に対する帰敬の二種に大別される｡ 前者はさらに,(1)釈迦牟尼仏のみに対する帰

敬,(2)悟れるもの全てに対する帰敬,(3)観世音菩薩に対する帰敬の三種に細別される｡ビ

ルマ文字によって書き表わされたこれらパーリ語の帰依文を,ローマ字に転写して示すと次の

ようになる｡ (右側のアラビア数字は,PeMaungTinandG.H.Luce:Inscriptionsof

Burma.PortfolioⅠ～V 1933-1956の PlateNumberを示す)

(1) Namotassabhagawatoarahatosamm豆sambuddhassa(ti).pl.nos.123,143a.

b,147a.b,224,271,283,398,428,443.

(2) Namobuddh豆ya.pl.nos.4,63a,69,85,102,162,185,216,416a,485a,491,

520a,525b,591a.

(3) Namosabbabuddh豆narh.pl.nos.153a.b,232,234,247,249,254b,268,272,

274.

(4) Namosabbabuddh豆ya.pl.no.503.

(5) NamoLokan豆th豆ya.pl.nos.192,269.

(6) NamoBuddh豆yaDhamm豆yaSa血gh豆ya(ti).pl.mos.15,123,144.

(7) NamoBuddh豆NamoDhamm豆NamoSa血gh豆.pl.no.193.

(8) NamoBuddhassaNamoDhammassaNamoSa血khassa.pl.no.255.

(9) NamoRatanattayaya.pl.mos.138,187,462a.

(1)は 『世尊,応供,正遍知に帰命す』という意味の,いわゆる総礼文で,今日でも書籍の

巻首にしばしば用いられている｡(2)(3)(4)は 『仏陀に帰命す』という仏陀への帰敬を表わ

す文であるが,(3)と (4)は 『(悟れるもの)すべて』への帰依を意味している｡(5)の Lo-

kan豆thaは,Avalokite毒varaすなわち "観世音菩薩"の別称である｡ もっともLokan豆tha

には "世尊" すなわち仏陀の別称という意味もある2)から, Lokan云･thaという言葉が常に

`̀観世音菩薩''であるとは限らないけれども,アべ-ヤダナ-窟院 (パガン)からは壁画や素

2)陳 1962,p.418.
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焼きの観世音菩薩像が発見されている3)以上,帰敬文の Lokan豆thaを "観世音菩薩"と解釈

することは別に誤 りとは思えない｡パガンにおける観音信仰の存在は,かつてこの地に大乗系

の仏教が栄えていたことを物語る｡(6)(7)(8)は 『仏陀に帰依す,法に帰依す,僧伽に帰依

すELとい う三宝に対する帰敬文で,(9)の 『三宝に帰依す』という形にまとめられる｡

碑文の作成年月日は次のような形をとる｡

(1) Sakarac(ビルマ暦紀元)による年数

(2) イン ド暦年名の表示

(3) ビルマ暦による月名

(4) 日

(5) 曜日

(6) 時刻

ビルマ暦紀元は西暦638年をもってその元年とする紀元で4㌧ 碑文には Sakaracという形で

現われる｡ タイの小暦 (cG!asakkar豆j)と同じであるっ5) このビルマ暦紀元と共に仏暦紀元

(AnnoBuddhae)が併記されていることもある｡ 仏暦紀元は S豆san豆という言葉で表わされ,

釈尊の入滅をもって基準とする｡

その具体例を示せば次のとおりである｡

(1) 導き仏陀の教え (S豆san云)去 りて1750年 sakarac568年 (pl.no.28b)

(2) 仏陀の入滅後 (S豆san云)1837年たちたる時 sakarac654年 (pl.no.283)

(3) 仏陀の教え (S豆san云)1843年たちたる時 sakarac661年 (pl.no.293)

(4) sakarac661年マーカ年,(緬暦)11月票分 3日 6niy,四阿僧砥劫の間十万の世界で

波羅蜜を実践 し,自ら生まれたその日に生えし菩提椿樹の下,黄金の玉座の上にて愚痴,怒情,

欲情を棄て四聖諦を悟 りし仏陀が,焚天をはじめ救 うべき諸々の人間,諸天を救いて洋梨に去

り1843年たちたる時 (pl.no.390)

(5) sakarac672年プッサ年,(緬暦)4月自分12日 5niy,四阿僧砥劫の問十万の世界で

波羅蜜を実践 し,自ら生まれたその日に生えし菩提椿樹の下,黄金の玉垂の上にて愚痴,怒情,

欲情を棄て四聖謡を悟 りし仏陀が,先天をはじめ救おるべき諸々の人間,諸天を放いて漫架に

去 り1854年たちたる時 (pl.no.413)

(6) 仏陀の教え (S云san豆)1874年たちL sakarac692年 (pl.no.524a)

(7) 導き仏陀の入滅後 (S豆san豆)1895年たちたる時 sakarac713年 (pl.no.546)

以上の例から仏暦紀元元年を算出してみると,(2)を除いていずれも西暦紀元前 544年とな

3)U Mya1968,p.41,61.

4)PeMaungTin1960a,footnotep.424.ビルマ暦紀元については,R.L Soni1955に詳しい.
5)Harvey1925,p.16.
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る｡ 一般に南方上座部 (Therav豆da)仏教では仏陀の入滅を BC544年 とする6) が,それは

ビルマではすでに13世紀初頭から人々の問に知 られていた｡

イン ド暦年名は,星座に因んで名付けられたもので,12年を1周期 とする｡7) ビルマ語碑文

では次のような形で現われる｡

第 1年 Cay,Jay.

第 2年 Pisyak,Bisyak.

第 3年 Cissa,Cisa,Citssa,Citsa,Jissa.

第 4年 Asat,Asit,Asut.

第 5年 Sarawan,S豆rawan,Srawan,Srw豆n.

第6年 Phassa,Passa,Bhat,Bhat.

第 7年 Asin,Asi血.

第 8年 Kratuik,Kr豆tuik.

第 9年 Mruikkasuir,Mruikkasuiw,Mruikasuih,Mrikkasor.

第10年 Pussa,Phussa,PlltSa.

第11年 M豆kha,M豆kh豆,M豆gha.

第12年 Phlakuin,Phalakuin,Bhalakuin,Phlaguin.

ビルマ暦年が khuで現わされるのに対 し,イン ド暦年は hnac(往々にして sa血wacchu-

ir)で現わされている｡ 今 日では, この両形が合体 して khu-hnacとして用いられるのが普

通だが,年数 (何年)を khu,年齢 (何才)を hnacで表わす こともある｡

ビルマ暦の月名は,碑文では次のような形で現われる｡

1月 Tan-khu8),Tan-khti9).

2月 Ku-chunlO),K正-chdnll),Ka-chun12),Khu-chun131.

3月 Na血-yun14),Naゐ-myun15),Nan-yun16).
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中村 1970,pp.34-35;岩本 1971,pp.34-35.
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S0n 149,198,252.
mos.24,41,58,84,85,115,128,129,136,140a,174,190a,210a,232,249,289,379.

0n
113.

Ibid.,pl.nos.122a,127a,156,177a,202,228b,394,403a,412a,439a,440a,446C,447,464a,
467C,537a,
13)Zbid.,pl.mos.207,267,287b.
14)Ibid.,pl.nos.39,75b,180,185,191b,192,193,194,203,208,217,219a,241,264,269,290b,
295,376,399a,456a,460b,481a,490a,51la.b,530.

15)Zbid.,pl.no.450a.
16)Iaid.,pl.no.91,
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4月 MIway-t豆17),Nway-ta18),Wえーchuiw19).

5月 Narh-k豆20),W えーkho血21),

6月 Taw-sa-1ah22),Taw-sla血23),T豆wISlaが4),Taw-ssa-lan25).

7月 San-td26),San-tu27),W えーklwat28).

8月 Tan-cho血-hmun29),Tan-choh-mun301,Ta-cho血Ihmun31).

9月 Nat-taw32),Nat-t云W33).

10月 Pla-chuiw34),P15-chuiw35).

11月 Ta-puiw-thway36),Ta-puiw'-thway37),Ta-puiw-tway38).

12月 Ta-po血39).

この内,緬暦4月を表わす MIway-ta お よび Nway-t5, 5月を表わす Narh-k5, 7月を

表わす San-tdなどはいずれも古語で今 日では全 く使用されていないが,残 りはそれぞれ特定

の形に統一 されて使われている｡

ビルマ暦の月は太陽暦 (Solar Calendar) ではなく太陰暦 (Lunar Calendar) なので,

日数の表示も 『自分』(La-chan40),Lchan41))と 『黒分』(La-chut42),Lchut43))とに分けら

17)Zbid.,pl.mos.44a,63a,68,75,a,121a,150,236b,239,242,251,254a,272,377b,408,i13,121
a,428,439b,448a,457a,459a.

18)Ibid.,pl.mos.388a,438a,445a.

19)Zbi'd.,pl.mos.36,393,421a.

20)Ibid.,pl.mos.32,70,100b,130,181,215b,216,245b,280a,282,297,298a,367a,419a,122a.
2D Zbid.,pl.mos.36,392,393.

22)Ibid.,pl.nos.37,132b,19la,197,211,248,286a,489,586a,59la.
23)Zbid.,pl.mos.69,90.

24)Ibid.,pl.no.16lb.

25)Ibid.,pl.no.182b.
26)Zbid" pl.mos.47,100a,120a,182a,233,243,250,368b,369a,407b,451.

27)Zbid.,pl.nos.19b,34,79b,101,131a,293,422C,491.
28)Zbid.,pl.mos.36,393.
29)Zbid‥ pl.nos.10,62,99,123,148,187,204a,235,254b,268,272,274,283,365a,378a,382,
395,396a,436a,446a,461b,462a,480a,500,501,515b,582b.

30)Ibid.,pl.no.585a.

3D Zbid.,pl.no.455b.

32)Ibid.,pl.nos.55a,102,147a,153b,160b,162,186,224,227,285,377a,378b,513,540a.
33)Ibid.,pl.mos.13,73,143a.b,144,145,146,153a,247.

34)Ibid.,pl.mos.4,15,51,56a.b,83,103,110,131b,148,195a,210b,234,249,286,372C,386,
420a,422C,486b,511C,521,253a.

35)Ibid.,pl.mos.228a,253b.
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mos.54,98,152,195b,229,373a,383a,390,478.

mos.98,132a,196.

0n 415.

mos.12,17,65b,78,95a,111,141b,176b,183a,184,205,214b,226,290a,365b,116a,
264a 470a,476,488b,499b,505a,516,523b,527a,532,538a,539a,540b.

40)Ibid.,pl.mos.7,10a,13,15,17,37,44a,47,54,58,62,63a,68,70,76.

4D Ibid.,pl.mos.12,24,31,69,84. (次ページ-つづ く)
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れ,それぞれ 1日から14日までの日が現われる｡換言するとビルマ語の碑文には15日以上の日

が現われることはない｡ 自分の15日は 『満月』(La-plaa44)),黒分の15日は 『小月』(La-siy45))

で表わされるのが原則だが, 稀に 『自分15満月』(Lchan15La-pla五46)) とか, 『満月15日』

(La-pla負 15ryak47)) とい う形が使われていることもある｡ 日数は常に ryak を伴 う｡ryak

は …一昼夜"を示す言葉で,昼間のみを示す niy とは区別 される｡

曜 日は,碑文形では次のように現われる｡

日曜 Tan-hna血-ka-nuy48), Ta-hna血-ka-nuy49), Tan-hnaかku-nuy50), Ta-hnaかku-

nuy51).

月曜 Tan-hna血-1豆52),Ta-hnaか1553),Tarh-hnaか1554),Ta-h昨 h-1555).

火曜 A血k豆56),A血g豆57).

水曜 Putta-hti58),Butta-hd59),Buddha-ho60㌧

木曜 Kra-sa-pa-tiy61),Kr豆ISa-Pa-tiy62),Kra-ssa-pa-tiy63',Kr豆ISSa-pa-tiy64).

金曜 Su-kr豆65),Sukkr豆66),So-kr567),Sokkra68).

土曜 Ca-niy69),Cえーni70),Cane71).
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曜 日はすべて niyを伴 うが, この曜 日 (niy)と日 (ryak)との間には, 1から6までの

数字で表わ され る別の niyが姿を現わす ことも少な くない｡例えば,

5ryak1niy(pl.no.293).

7ryak2niy(pl.no.183a).

5ryak3niy(pl.no.193).

12ryak4niy(pl.no.126b).

lryak5niy(pl.no.203).

4ryak6niy(pl.no.432b).

この niyは, "24時間 1日"の ryak (一昼夜)に対 し, "12時間 1日"すなわち =昼間''

のみの時刻を示す言葉であったと思われる｡ しかも1から6までの数字のどれかを伴っている

ことから考えて,lniy は 2時間であったと解釈 される｡ (lniy-日曜 日,2niy-月曜 日とい

うように, niyを曜 日と解釈することもできる｢)Niyとい う言葉が `̀昼間"のみを示すもの

であったことは,"夜"(flan)とい う言葉 と対照的に使用されていることによって明らかであ

る｡ すなわち,次のように,niyが現われるべき位置にしばしば 五anが座を占めている｡

6ryak5五ansam-kohlway(pl.no.283)

Tan-hnaか15品an(pl.no.422C)

SanttiLaplafi品ansan-ko血ma-rok-mi(pl.no.422C)

なお, こうした昼 と夜の区別のほかに,午前 と午後 とが識別 されていたことも,次の例によ

って確認 され る｡また, "日の出" も Niy-thw.ak で表わされている｡(pl.no.428)

La-chan13ry豆kBuddha-hoNan-nakniy(pl.no.241).

Ka-cbunLa-pla五 niylway(pl.no.412a).

Ta-po血Lchan5ryakniylway(pl.no.527a).

時 刻の表示法には,pa-huir72)または pa-hui'73-,および na-di74),phlw575)の 3種類が

ある｡pa-huir(もしくは pa-hui')は,昼間4,夜間 4の計 8pa-huirに分けるもので 6),

華夷訳語栢 唇I館 雑 字 の巴里本および 東洋文嘩本には 『八後』, 大英博物館本には 『把

後el, ケンブ1)ッジ大学蔵本には 『卜後』とい う形でそれぞれ現われる77)単語である｡ ビルマ
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44a,55a,58,123,194,197,235,242,297,395.
372d.
285.

lo乱.ba-huir(pl.no.101),pa-huil(pl.no.162)という形もある｡
36,368b,369a.
10a,527a.
105a,412a,235,241.533.

p･141;UHtoonMyint1968,Palz'thetWawhaJ.aAbhidan,Rangoon,p.164.
77)Ibid.,p.141.
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ではコンパウソ時代まで現われていたことが,『アラウソ大法王戟記』78)によって確認される｡

Na-diは na-di3patなどという形で使われてお り,24分 1周の時間を示す｡79)Phlwaは故

ウ一 ･バシソによって pha-wa:の古形だと述べられているが, pha-wa:それ自体がいかな

る時問的単位であるのか明示されていない｡pa-huir,na-di,phlw豆3形とも,碑文における

使用はあまり目立たない｡ このことは,前述した二時間単位の "niy日が頻繁に使われている

ことときわめて対照的である｡当時のビルマ人にとってほ,pa-huirも na-diも phlw豆も,

niyはどなじみの深い単位ではなかったのではないかと推測される｡

仏教は,釈尊の入滅後,マウリヤ王朝のアショカ王の援助保護を受けてから全イン ドに普及

する｡ そして仏教の興隆とともに, 仏陀あるいは仏弟子等の遺骨遺品に対する崇拝が出現す

る｡ それらが埋葬されてある箇所には壮大な仏塔が建立され,その周囲には見事な彫刻の門や

欄楯,石柱などが,比丘,比丘尼,在家信者等によって寄進された｡80'彼らは,寄進すること

によって父母親族あるいは師匠の冥福を祈 り,また自らの功徳を積もうとし,あるいはまた一

切衆生に功徳をおよばそうとしたのである｡ この当時の在家寄進者には王族,武士,農民はほ

とんど見当たらず,職業的には商工業者および農村の資産家が圧倒的に多かった｡81'女性の寄

進者も男性に匹敵するはど多かった｡ こうした傾向は,マウリヤ王朝崩壊後も続 く｡ 仏塔だけ

でなく僧院 (伽藍)も建造され,種々なものが僧団に寄進されるようになった｡82) 僧伽への信

徒達の寄進行為は,クシャナ王朝時代になるといっそう盛んになった｡寺院,窟院,仏塔,仏

舎利堂,講堂,食堂,仏菩薩像,貯水鞄,井戸,石柱,欄楯等の建造建立が行なわれ,建造さ

れた寺院には広大な土地や莫大な金銭が寄進された｡83)インドにおける仏教徒達のこうした行

為は,その後, ドゥバーラバティーのモソ人84)やパガン,ピンヤ,イソワのビルマ人に引き継

がれた｡

ところが,伽藍の建造にせよ仏像の鋳造にせよ,あるいはまた僧伽への奴隷や土地の寄進に

せよ,莫大な出費を必要とする｡ 参考までにい くつかの例を挙げると次のようになる｡

(1) 仏像の鋳造

蓑金 30klyap,銀 50klyap(pl.no.73).

黄金 100klyap,銀 300klyap(pl.no.194).

黄金 2,773klyap(仏像,僧院,窟院の総額)(pl.no.40).

78)TwinthindaikwunMah豆sithu.AldungmintayagyiAyedawbon,Rangoon.
79)PeMaungTinandL.H.Luce.InscriptionsofBurma.portfolio1.BBHCvol.1,no.ii,1960,
p.245.

80)干潟 1961,pp.ll-12;中村 1958,p.73.
81)中村元 1958,p.73.
82)Zbid.,p.89.
83)Zbid.,p.110.
84)大野 1969,p.211.
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(2) 窟院,僧院の建造

銀 1,747klyap,黄金 23klyap,水銀 92klyap (pl.no.164).

銀 2,760klyap (僧院建造)(pl.no.503).

銀 64,000klyap (窟院建造)(pl.no.459a).

(3) 奴隷の寄進

男女計 100人 (pl.no.10a.b).

ク 計 178人 (pl.no.138).

ク 計 181人 (pl.no.144).

ク 計 195人 (pl.no.164).

イン ド人, ビルマ人計 1,000人 (pl.no.196).

(4) 土地の奉納

水田 100pay (pl.no.63a).

水田 260pay (pl.no.138).

水田 510pay(pl.no.34).

水田 3,598pay (pl.no.234).

当時の黄金と銀 との交換比率は 1対10の割合85)であり, 奴隷の値段は 1人あた り銀 14kly-

ap86)から 30klyap87), 土地の価格は lpay あた り金 1klyap88)から 12.5klyap89), 銀

lklyap90)から 20klyap91)であった｡こうした支出に耐え得 る能力は一般庶民にはもちろん

ない｡ 功徳の施主 (寄進者)の範囲も,当然限定 されて くる｡ だからビルマにおける最大の施

主は,言 うまでもなく国王92)であった｡ 国王は, Ma血93),Ma且-kri94),Ma允-R云Z豆95)などと

よばれ,その行為にはすべて尊敬を示す補助動詞 taw-mGを付けて他の者と区別されている｡

国王に次 ぐ施主は,Pay一mya-kri96),Maかmaya97),Maf1-miyma98',Mi-phu-ra99',Ami-

85)InscriptionsofBurma,pl.no.143a.
86)Zbid
87)Ibl'd
88)Ibid
89)Ibid

90)Ibl'd
91)Zbid

92)Ibtd.
446a

)
)

)
)
)
)

)

3
一4

LD
6
7

8

9

9
9

9
9
9

9

9

pl.no.78b.
pl.mos.75a,392.
pl.no.84.
pl.no.145.

pl.mos.162,268.
pl,no.145.

pl.mos.24,31,34,41,63a,64,90,91,148a.b,203,233,282,285,365a,368b,369a,
453a,455a.b,459a,470a,471,476,486a,491,493C,501,513,525b,530,533.

Zbid"pl.mos.428,523a.
Zbid" pl.nos.98,182a,228b,268,539a.
Zbid.,pl.no.376.
Ibid"pl.nos.138,164.

'～
'～
'～

乃

乃

乃

d"pl.mos.34,215b,216,229,232,395,483b.
d.,pl.mos.63a,152.
id.,pl.nos.293,476,488b.
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phu-r5100)などとよばれる王妃, 王子 (Ma且-sa)101), 王女 (Maムーsami)102), 王孫 (Ma血 -

mliy)103),皇太后 (Mad-phw豆104),Phw豆Ira血105)),国王の兄弟106),おじ107),おば108)等の王

族であった｡ この点,インドの場合とはかなり異なる｡ 王族に次 ぐ施主の筆頭には宰相および

その家族が くる｡ 宰相は Amatyえーkri109),MaかAmatyallO),Amat-kri111),Mail-matl12),

Mad-mat-kri113)などと称され, 王族を嫁に迎える114)などして王家と強 く結びついていた｡

その下に来るのが官延の高級役人 (Sad-pya血)115)である｡Sari1-Pya血以外に,Kalanl16)と

よばれる役人階層もいたが, Kalanは証人としてしばしば功徳の現場に立会ってはいるもの

の,施主として名を現わすことはない｡ このことから考えると, Kalan達は Sa血-pya血は

ど経済的に豊かではなかった｡ すなわち高級役人の Sarh-pya血に対し, Kalanは "下級役

人"であったと解釈される｡ Sa血-pya血が "高級役人"であったことは, その中からしばし

ば Amat(宰相)を出している117)ことによっても明らかである｡ 施主には, 役人以外に,翠

人 (Cac-sd-kri118),Mahえーsen豆patil19)),村長 (Rw豆-sti-kri)120㌧各種組織の長 (Sti-kri)121)

などがいた｡ 一方,こうした政治権力をもつ階層とは別に,財力に物を言わせる人達もいた｡

彼らは …富豪"(su-krway,または su-krway-ma)122)と称され,一般庶民とは別の層を形成

していたと考えられる｡功徳の族主には,在家信者だけではなく比丘,比丘尼でもなり得た｡

彼らには, safL123),sa血Ikri124),saかlya血125)などの称号が付けられ在家信者と区別される｡
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mos.390,413,483b.
mos.129,540a.
mos.15,200,254b,291,365b.
mos.83,272,274.
mos.126,234,235,451.
mos.129,540a.
no.398.
no.186.

mos.181,249.
no.10a.
mos.134a,247.
mos.283,289,379,403a,478,486b,523b,527a,59la.
mos.105a.186,286,386,399b,401,408.
mos.453a,467C,517.
mos.15,200.
mos.24,132a,140a,187,243.248,282,288.
mos.379.503.
mos.273,274,277,290b,396a;大野 1971.
mos.489,517b.
mos.73,80,382.
no.436a.
mos.153a,444b,447,462a.

122)Ibid.,pl.nos.127b,128,141b,157,161b,177a,190b,213a,217,237,267,295,383a,402a,448a,
463.

123)Ibid.,pl.nos.28a,19lb.
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大野:パガン,ピンヤ,イソワ時代のビルて人仏教徒の功徳

在家信者の施主には, 男性 (名前の前に ha-が付 く)126)以外に女性 (名前の前に ui-,ui'-

uih-,uin-uim一等が付 く)127'も相当いた｡ また, 単独ではな く夫婦 (laかmiy5,1af1-my瓦,

lab-maya,あるいは mo由一hnarh などとよばれる)128'で施主になる例も少な くなかった｡

以上, ビルマ語碑文の構成要素 7項 目の内,はじめの3項 目についてその特徴を明らかにし

た｡残 り4項 目について引続き記述 しようとしないのは,実はその4項 目こそが本稿の主要な

考察内容だからで,それらはいずれも本論において取 り扱われる｡

パガン時代以降のビルマの仏教は, アノーヤター王 (碑文に現われる名称は Aniruddha.

文献上では Anawrahta と書かれることが多いが, 実際は =ァナウラタ"ではなく "アノー

ヤタノ'と発音する)のタ トン征服後パガンにもたらされた南方上座部 (Therav豆da)仏教で

あり,それ以前にこの他に栄えていたのは 『ア リー』とよばれる大乗系 (密教系,タン トラ系

等の説もある)の仏教であると従来言われてきた｡その出典は A.Phayreや G.E.Harvey

等の "ビルマ史Hであり, その根底には HmannanMah豆yazawindawgyiや, Ukala の

Mah豆yazawindwgyi等のビルマ語の年代記がある｡ 一方また, 大更 (Mah豆Varhsa),良

史 (DipaVa血sa) といった蔵外文献による考察も行なわれてきた｡従って, これらを頼 りと

する限 り,(1)ア リーは邪教である｡(2)アノーヤター王は,堕落腐敗したパガンの宗教改革

を行なうため,i- リ語一切経をタ トンに求めたが,拒絶されたため出兵した｡(3)タ トンのモ

ソ族の地に栄えていた仏教は南方上座部系の仏教である｡(4)ア リ-達はアノ-ヤクー王によ

って弾圧 され消滅した,云々といった趣旨の文が飽きもせずに くり返 し, くり返 し書かれてき

た｡こうした論考に対して,ア リ-は邪教徒ではなかったし,アノーヤク-王によって弾圧 され

たこともない｡7ノーヤク-王のタトン攻略は宗教上の純粋な動機に基づ くものではなく, 敬

土獲得のための侵略戟争であった｡タ トンのモソ族の問で信奉 されていたのほ上客部仏教とい

うよりもピッュヌ信仰であったとい うような,いわば従来の通説を根底からくつかえすような

説が何人かの歴史学者129)によって出されている｡ こうした新説の主張者達に共通する特徴は,

いずれも年代記などを中心とした従来の文献学的な研究に飽き足らず,もっぱらビルマ各地に

散在 している碑文を基に,実証的な研究を行なっていることである｡パガン時代以降のビルマ

の宗教問題についても, すでにこうした 碑文を基に分析考察された きわめて 説得力の強い論

124)Ibid.,pl.mos.22,37,123,557a.
125)Zbid.,pl.mos.39,197. Ijントゥンは,saaIkriを seniormonks,sa血-1yahを juniormonksと
規定している｡ ThanTun`̀ReligioninBurma,A.D.1000-1300,''p.60･ また,saかkriを出
家,在家にかかわらず集団の長であるとする人もいる｡ PeMaungTin1960b,p.415;PeMaung
Tin1960a,p.433.
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pl.no.10a:大野 1971.
pl.mos.47,51,70,83.

Zbl'd" pl.mos.73,101,129,152,197,200,240,376,416b,528,536.

例えば,マンダレ-文理科大学のタントゥン博士など｡その著者論文については,大野 徹｢批評と
紹介･タントウン著古代ビルマ史｣『東洋学報』52巻3号,pp.114-125参,照 ｡
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文130)がいく篤も発表されている｡ 従ってこれからのビルマ史研究には, こうした成果を基礎

に踏まえる必要があることは言うまでもない｡

本稿の目的は,現存するビルマ語諸碑文を基にパガン,ピソヤ,インワ各時代を通じてみら

れるビルマ人の信仰意識を探るとともに,当時の宗教がいかなるものであったかを明らかにす

ることにある｡ とは言っても,当時のビルマ人仏教徒の信仰意識をその心理面にまで立ち入っ

て分析することは,いくら碑文を活用したところで限られた資料のわく内ではとうてい不可能

であるo そこで本稿では,表面に現われた具体的な事象を手がかりに次の三つの点について考

察してみる｡

(1) 功徳の内容

(2) 功徳の動機あるいは目的

(3) 功徳の回向 (祈願対象)

用いた資料は,PeMaungTinandG.H.Luce:InscriptionsofBurma.PortfolioI

-Ⅴ.Rangoon1933-1956の中に収録されているビルマ語碑文の写真版約600枚である｡ も

っとも,摩滅の度合が甚だしくて判読不能あるいは著しく判読困難なものは対象から取 り除い

てある｡ 出所を明らかにするため,必要項 目ごとにアラビア数字でPlateNumberを示した｡

行数は,煩雑なのでその表示を省略する｡

Ⅱ 功 徳 の 内 容

パガン,ピンヤ,イソワ各時代のビルマ人仏教徒の功徳を内容別に分類してみると次のよう

になる｡ もっともこの分額は,施主によって積まれた功徳の種額を示すだけのものであって,

施主の行為がその内のいずれかひとつに限定されているということではない｡

(1) 仏像製作 (pl.mos.17,18,21,23,31,37,40,83,84,88,138,164,191a,194,

195a,208,232,234,247,249,386,388a,400a,403a,525b).

仏像の素材には,一般に金 (pl.mos.40,73,80,195a,249,400a),級 (pl.nos.73,

80,194,207,249)が使われているが,大理石 (pl.no.73)や鼓璃 (pl.no.80),象牙

(pl.no.80),菩提樹の枝 (pl.no.80)等が使われたこともある｡ 仏像に 『黄金の溶液

を塗る』(pl.mos.6,73)という表現もしばしば見出されるが,これは何かの素材に塗金

したものと思われる｡ 製作される仏像は原則として釈迦牟尼仏であるが,時には釈尊を含

む五仏 (pl.no.461b)であることもある｡五仏とは,拘楼孫仏 (KokkusanBhuhra131),

Kak-kusanPuhra132)),拘郡含仏 (Gon豆guim)132),迦葉仏 (Kassapa)132),釈迦牟尼仏

130)ThanTun`̀ReligioninBurma,A.D.1000-1300,";Thanでun"ReligiousBuildingsofBurma,
A.D.1000-1300,"ThanTun"Mah豆KassapaandhisTradition,";PeMaungTin1960a.

131)InscriptionsofBurma,pl.no.31.
132)Ibid.,pl.no.249.Gotamaの名は,pl.nos.506,589,591bにも現われる｡
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(Gotamapuhr豆)132),弥勤 (Mittry豆132),Mittary豆puhra133),Mitry豆134),Mittaa135),

Ariyamettafipuhr豆136)) であるC この五仏に対する信仰以外に,釈尊の十大弟子の一人

であった舎利弗 (pl.mos.6,296,520a)や目健連 (pl.mos.6,520a)等も崇拝されていた｡

(2) 三蔵製作 (pl.mos.31,105a,164,200,205,248,249,386,390).

三蔵は経蔵,律蔵,論蔵のことで,碑文では Ti-pitaka(pl.no.274)とか,Pitakat

su血 pu血 (pl.mos.205,234,248,249,289)とか書かれている｡ 南方上盤部系の三蔵

すなわちパーリ語一切経は,一般に次のように137)分類 される.

i) 律蔵 (VinayaPitaka)

経 分 別 (SuttaVibhanga P豆timokkha)(

究 蕗 部 (Khandhaka)･壬.

比丘戎本(parajik豆)
比丘尼戎本(p豆cittiya)

大晶 (MahえVagga)
小晶 (CullaVagga)

附 録 部 (Pariv豆ra)19章から成る

ii) 経蔵 (SuttaPitaka)

長 部 (DighaNik豆ya)
･∴

中 部 (MajjhimaNik云ya)

相 応 部 (SarhyuttaNikaya)

増 支 部 (A血guttaraNik豆ya)

小 郡 (KhuddakaNik豆ya)

iii) 論蔵 (AbhidhammaPitaka)

法 異 論 (DhammaSaflgapi)

分 別 論 (Vibha血ga)

界 論 (Kath豆Vatthu)

人施設論 (PuggalaPafifiatti)

双 論 (Dh豆tuVibhahga)

〟
T〃
pQ
Tα
H
H

.↑ト
～̀
●～
●■･l
､1J-

ル

ル

乃

乃
赤

1ヽノ
)

一ヽノ
一ヽノ
)

3

4

5

6

【ノ

3
3

3

3

3

｢⊥
｢⊥
｢⊥
｢⊥
｢l

1
11
1

p
p
p

mos.202,206,216,275.
no.283.
no.293.

(SilakhandaVagga)
(Mah豆Vagga)
(P豆tikaVagga)

(SagえthaVagga)
(Nid豆naVagga)
(KhandaVagga)
(SalayatanaVagga)
(Mah豆Vagga)

法句 (Dhammapada)
経集 (Suttanip云ta)
本生 (J豆taka)
等15種を含む

pl.no.249.
1921,pp.457-458;龍山 1942,pp.67-73;宇井 1965b,pp.118-130;宇井 1965a,pp.118
119;中村 1958,pp.51-52;渡辺 1936,pp.100-104.
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発 趣 論 (Yamaka)

論 事 論 (Pattana)

ビルマでは,経蔵の中部 (KhuddakaNik豆ya)に,上述の15種以外にさらに ミリンダ

閉経 (MilindaPa五h豆), 経摂 (SuttaSarhgaha), 簡蔵論 (PetakoPadesa), 導引

(Netti)等が加わる｡138)三蔵について碑文には Ti-pitaka,あるいは Pitakatsu血-pu允

と記 されているだけで詳しい説明はないが,経蔵の五部 (PaacaNik豆ya)は8万4千の

経 (nik豆y血豆IP豆hyat-so血liy-tho血try豆pitakatsurh-pu血)で構成されており (pl.

nos.234,247),最もよく使用されたのは長都第一乗の SilakhandaV豆si,論蔵の Abhi-

dhammaSa血gini,中部の本生言等 (TassaJ豆taka),同じく中部の法句経 (Dhamma

Pada)それに律蔵 (Vine五)など (pl.no.372)であった｡ また九分教の一つである 『授

記』 (Vy豆karana)も, メ- 1)語ではなく焚語 (Sa血sakruitByakaruip)の形で知ら

れていた (pl.no.289)｡ 巴利語経典と並んで死語経典がパガンに存在 していたことは,

この他に大乗系の仏教があったことを物語っている｡ しかしパガンの仏教の主流は,やは

りセイロンの流れをくむ 南方上座部の 系統であった ｡緬暦 627年 (西暦1265年)の碑文

(pl.no.250)には,次のように記されている｡ 『釈尊,入滅前に帝釈天を呼びて,セイ

ロン島にてシュリ･ダルマ ･ソーカ大王の子息マヒソダ僧正,教えを確立せむ｡汝,応援

すべLとて附記されLが故に』 (puhr豆skha血 niyraban mamGmisakr豆ma血 kui

khawruysinkhuiwklwan hnuiksiridhammasukma血kris豆mahindathera

s豆san豆ta五racari1na血co血makhya血racma血huhna血kharak豆)o パガンの

ビルマ人は,13世紀の中頃,すでに阿育王の諸方関数と大長老摩晴陀のセイロン島派遣139)

とを知っていたのである｡ なお,三蔵を "製作"するとは, "写経''を意味したものと考

えられ る｡

(3) 仏塔の建立 (pl.mos.69,80,272,274,283,400a,455b,513)

この場合の "仏塔"とは 『チェティヤ』のことで,碑文では cetiという言葉で表わさ

れている｡ 一般に支提 (チェティヤ) といえば,舎利を納めずに単に記念のために造営し
1

たものを指す140)が,パガン時代のビルマの cetiには,次の窟院同様,その内部に仏像,

舎利,三蔵等が胎蔵 (th豆pan豆)されている (pl.nos.10a,17,73,80,105a,194,200,

241,249,390)｡建立される仏塔は,cetiだけではなかった｡ 窟院 (kd)や浮図 (puthu-

iw),経庫 (pitakatth豆r豆tuik)なども建造されている｡

窟院 (kd)建造 pl.nos.17,18,21,23,40,68,69,73,83,84,102,127a,138,152,

138)宇井 1965b,p.130;論蔵は当時17巻知られていた (pl.no.242)｡
139)赤沼 1921,p.493;林 ･平松共訳 1932,pp.134,143-4,151;南伝大蔵経 第60巻.
140)林 ･平松共訳 1962,p.36.
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164,181,194,200,205,232,234,247,248,249,282,283,386,393,451.

浮図 (puthuiw)建立 pl.mos.23,368,369,373b.

経庫 (tuik)建造 pl.no.164.

尖塔 (prasat)建造 pl.mos.283,288,428,504.

(4) 僧院 (Klo血)建設 (pl.nos.12,17,18,24,31,37,64,69,73,84,88,102,127a,

153a,165a,177a,185,192,194,200,205,215b,216,224,234,235,240,243,244,

247,249,254b,265,277,285,289,290,303,386,388a,390,392,395,396a,398,

399b,400a,428,452b,458,464b,474,504,523,530,532)

(3)の仏塔建立は 『三宝』の内の "仏"と "演"とに対する功徳であるが,(4)の僧院

(伽藍)建造は "僧"すなわち比丘または僧伽に対する功徳である｡緬暦593年 (1231AD)

の碑文 (pl.no.69)には次のように記されている｡ 『仏陀の弟子達を住まわせるべ く心

地良き伽藍をも建造せり』 (phur豆 skhahtape'S豆skha血 my豆tuiw enecim so

h血豆S豆y豆cw衰soklo血1eplue)また,緬紀 622年 (1262AD)の碑文 (pl.no.194)

には, 『師,阿闇梨に,暑さ寒さ疲れを癒してもらうため (中略),長老と共に阿閥梨に

起居してもらうため, 僧院をも建造せり』 (skhafLAry豆pu-sokhyari1-SOpa血pan-So

flrim cim-so-h血豆,skha血therahna血akwa-soAryえーtuiw nlyCirh-so-hfl豆klohle

plue')｡ 耐久性をもたせるため,僧院はしばしば煉瓦で造られた｡ 煉瓦造 りの僧院は,

KulaKloh(pl.mos.234,277,283,288,382,402,428,494,504,528)とよばれる〔141)

煉瓦造 りであるため,それは場合によっては経庫 (pl.no.234)や寺小足 (pl.no.382)

などにも使われた｡ 僧院以外の建造物としてほ,説法堂 (dhammas豆),戒壇 (sim),守

小屋 (C豆sa血klo血),在家信者の休憩所 (jarap),仏塔や伽藍の周囲の玉垣 (tan-tui血)

などが盛んに建造された｡

説法堂 (dhammas云) pl.nos.73,105a,152,185,234,416b.

戒 壇 (sin) pl.mos.205,390,416b.

寺小屋 (C豆sa血klo血) pl.nos.152,390.

休憩所 (jarap) pl.mos.73,372;(tancho血)pl.no.73.

玉 垣 (tan-tui血) pl.nos.12,17,18,37,69,73,127a,164,194,232,234,247,

277,283,390.

回 廊 (ca血kra血) pl.mos.73,80,152.

こうした建造物のほかに,施主達は,焚鐘 (kho血lo血)を鋳造したり,井戸 (riytwa血)

141)ThanTun`̀ReligiousBuildingsofBurma,"p.73;PeMaungTin.̀ B̀uddhisminthelns-
■ウ

criptionsofPagan, p.428.
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や池 (kan,または k豆.n)を掘った り,菩提樹 (五o血pa血)や砂糖郁子の樹 (thanpa血),

マンゴ-の樹 (siryakpa血)などを植えたり,本生雷 (jえー)を措いた りした0 本生欝の

数は通常 "550…と言われているが,碑文に現われる数には "500…(pl.mos.73,194)と

"550"(pl.no.105a)の二通 りがある｡

焚鐘 (kho血lo血)鋳造 pl.mos.105a,153a.

井戸,池の掘さく pl.mos.40,73,153a,213a,249,303,372,381.

菩提樹の植樹 pl.mos.17,40,105a,213a,232,377b.

砂糖郁子の植樹 pl.mos.73,195a,207,377a.b,380,388a,390,393,412b,532.

マンゴーの植樹 pl.no.254a.

本生誇 (j豆t550)描写 pl.nos.73,105a,194,248.

仏塔伽藍の建造は盛んであったが,一旦破損崩壊 した仏塔の修理にはあまり熱心ではな

かったようである｡そのため施主達は,自分の建立した仏塔伽藍が破損しないよう,その

維持には特に細心の注意を払った｡次の奴隷献上にも,仏塔の維持修復という施主の願い

が込められている｡しかし,崩壊した仏塔も放置されていたわけではなく,修復 されたこ

とはい くつかの例 (pl.nos.36,138,164,224,393)によって確かめられる｡

(5) 奴隷142)の奉納

奴隷や土地,家畜,家具,財宝等の寄進は,波羅蜜の 『布施』(d豆nap豆ramit豆)の顕

現であり,仏塔伽藍の建立とは趣を異にするが,功徳を積むという点では変わ りはない｡

献上された奴隷の数は,数人 (pl.mos.6,8a.b,22,27,34,36,47,54,56b,70)から

数十人 (pl.mos.5,7,12,13,25,32,37,44a,63a,156),場合によっては数盲人 (pl.

nos.10a.b,34,65a,73,78a,94a,138,144,164),極端な場合には千人を越える (pl.

nos.19b,164) ことすらあった｡ 奉納の対象は,仏陀 (仏像の場合を含む),法 (経輿の

場合を含む),僧伽,以上 3種を包括した三宝,仏塔 (窟院を含む),僧院,比丘などさま

ざまである｡その具体例は次のとおり｡

仏陀 (仏像)に｡ pl.mos.6,15,17,21,27,28a.b,29,32,37,39,47,56a.b,62,

70,85,88,99,100b,101,110,119a,12lb,126,129,130,13lb,134,138,150,160b,

182a,184,191a,193,198,204a,206,211,217,219a,226,238,241,255,259,265,

286,291,372d,373b,378a,388a.

仏法 (経典)に｡ pl.nos.39,122a,182b,190a,194,248,291,365a.

僧伽 (sa血kh5.,safLgh豆)に｡ pl.nos.94b,181,216,291.

142)仏教奴隷の起源や奴隷社会の構成については,大野 徹｢碑文からみた12-14世紀中部ビルマの奴隷社
会｣『第21回日本人類学会日本民族学会連合大会一般講演抄録』pp.23-24.
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三宝 (ratan豆surhp豆)に｡ pl.nos.13.83,94,102,144,148a.b,152,156,164,

165a,180,185,208,214b,232,233,234,235,243,250,254a.b,272,291,400a.

仏塔 (ceti)に｡ pl.mos.12,28a.b,501,

浮図 (puthuiw)に｡ pl.mos.8b,22,54,101,127b,164.

窟院 (kG)に｡ pl.nos.54,56a,157,190a,194,451,501.

戒壇 (sin)に｡ pl.mos.190b,265.

僧院 (klofL)に｡ pl.nos.36,138,160b,164,190a,194,195b,203,212,214b,216,

378b,396b,412b,419a,501.

比丘 (skha血,thera,mather)に｡ pl.mos.6,7,30a,34,40,237,249.

奴隷の寄進とは逆に,後世になると奴隷の解放 (頗身)が行なわれるようになった (pl.

nos.20la,217,219a),Uccan豆の王女であり宰相 jayyasaddhiyの妻でもある Aca-

wlat(pl.no.200)は,次のように誓っている｡ 『以上の奴隷は仏法僧にも寄進すべか

らず｡子孫にも与えず｡ (中略)わたし亡き後は草青 く水清き処へ行かしめよ｡ (中略)

このわたしが解放せし奴隷達には土地一千を与う』

(6) 土地の寄進

仏塔伽藍の建立, 奴隷の奉納と並んで多い施主の功徳の一つが, この土地の寄進であ

る｡ この三つの功徳行為は相互に関連性をもっており,一般的にはまず仏塔伽藍が建立さ

れ,それに対 して奴隷および土地が寄進されるという形態をとる｡ 献上される土地は大部

分が水田 (lay,lay)だが,畑 (ry豆),庭園または果樹園 (uyan,uy豆n,uyyan,uya五)

である場合もある｡ 寄進される土地の面積は, 少ない時で数 pay (pl.mos.5,6,54,

399b,416a)から数十 pay(pl.mos.7,24,27,28a,29,34,41,44a,51,62,64,396b,

400a,428), 多い時には数百 pay(pl.mos.10a,12,39,63a,138), 時には数千 pay

(pl.mos.65a,68,69,164,234,390,393)にのぼることもある｡ 極端な例として十万

payの土地が寄進された例 (pl.no.31)すらある｡土地の寄進対象も,奴隷の場合同様

さまざまであるが,たいていの場合重複しており,個別的に切 り離せないのが普通である｡

仏陀 (puhr豆)に｡ pl.nos.6,10a,15,21,27,28d,29,39,41,47,63a,64,65a,80,

99,126,134,138,183a,184,197,205,217,219a,224,238,248,265,284,285,

381,396a,416a,429,447,448b,449.

仏法 (経典 pitakat)に｡ pl.mos.39,80,145,162,205,265,291,396a.

僧伽 (sa血gh豆)に｡ pl.nos.7,10a,162,183a,216,265,291.

三宝 (ratan豆suri1p豆)に｡ pl.mos.68,69,83,84,90,94,103,132a,140a,143a,

148b,152,164,165a,186,190a,192,200,229,232,233,234,235,239,243,245b,
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250,254b,272,291,365a,396a,399a,400a,490b.

仏塔 (ceti,puthuiw,kti,sim)に｡ pl.nos.12,54,126,164,241,265,282,291,

377a,380,413,415,416b,455a,501,513.

僧院 (kloh)に｡ pl.nos.18,24,164,177a,185,195b,203,215b,226,228a,229,

240,241,242,244,252,272,274,282,285,290a,293,379,380,388a,395,396b,

398,399b,413,416a,464b,491,493C,523a.

比丘 (sikha血,skha血,ary豆)に｡ pl.nos.6,80,98,162,163,192,217,224,240,

293,296,396a.b,428,476.

(7) その他の布施

奴隷,土地の寄進以外の布施には,(イ)財宝,(ロ)家畜,(-)什器等の寄進がある｡

財宝の種類には金 (hruy,hr正y,rhuy,hrue,hruey),鍾 (buy,Åue,血uey,血wey),

銅 (kriy-ni,kriy-phld),真珠 (pu-lay),珊瑚 (san-t豆)等があり,未加工のまま,あ

るいは何らかの形に加工された上寄進されている (pl.mos.37,40,73,94b,145,194,

249,504)｡ 家畜は水田とともに奉納されることが多 く,三宝に寄進された農地が現実に

耕作されたことを示している｡ 寄進された家畜には牛 (nwah,nu豆),水牛 (klway),局

(mra血),山羊 (chit),負 (cha血)などがあり (pl.nos.19b,20a,28a.b,32,34,40,

41,65a,68,82,83,85,96,104,134,138,139,145,147a,152,182b,212,217,219a,

235,236b,274,283,295,368,373b,386,396b,408,412b,415),寄進された頭数も牛

14頭 (pl.no.34), 35頭 (pl.no.28a.b),100頭(pl.no.85),200頭 (pl.no･68),

500頭 (pl.no.19)と, かなりの数にのぼる｡ 寄進された家畜としては牛が一番多 く,

次いで水牛｡ 馬や山羊,象等の寄進が少ないのは,これら家畜の絶対数が牛や水牛ほど多

くなかったからでもあろうが,同時にこの当時のビルマの産業形態が牧畜業よりほ農業,

それも畑作よりは水田耕作に重点がおかれていたことを推測せしめる｡ 寄進された什器と

しては,燭台,盆,鍋,秤,水差し,ひしゃく,椀などがある (pl.mos.37,38b,39,65,

70,73,80,88,95a,138,182a)｡また,塩 (pl.no.164),唐子 (pl.no.164),栄,胡

麻, 池, 布 (pl.no.393)などが寄進されたこともある｡ 以上は三宝-の寄進だが,比

丘あるいは僧伽への喜捨として食事が提供されたり (pl.mos.6,17,36,393),托鉢用の

鉢 (pl.mos.40,65a)や袈裟 (pl.mos.6,10a,17,19b,21,40,368b,393,504)が献

上されたこともあった｡

これら寄進行為の中では,(1)仏像製作,(2)窟院,僧院の建造,(3)仏陀,三宝,僧

院への奴隷献上,(4)仏陀,三宝,僧院への土地寄進などが特に目立っている｡

上述のような功徳を積むための具体的な寄進行為が行なわれる場合,施主は僧侶達に捷災の

呪文を念詞してもらったり,擢水供養したり,証人を立てたりしている｡ これらは寄進行為の
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付随行事であるが,特に証人を立ち会わせることは重要視されていた｡

接災の呪文は, 碑文では paruitと書かれているが, おそらくparittaから来源したもの

と思われる｡parittaは,小郡 (KhuddakaNik豆ya)中の小話 (KhuddakaP豆da)その他

の経典から抽出してまとめられた28経の集録であるっ143)呪文は, 複数の比丘, 阿閏梨によっ

て念諦 (paruitrwate')された (pLnos.10a,200)｡

濯水供養 (riyca血taw khlae'.riycalltaw swane')は寄進物に水を注ぐ (pl.nos.

15,16,24,31,98,99,139,143a.b,145,147b,152,190b,192,210a,215,219b,244,272,

273,274,284,286,290b,291,297,365a,368b,369a,371a,428)儀式であるが, 時には

『太鼓を打ち鳴らし,刺爪を吹奏して』(pl.no.31)華やかに挙行されることもあった｡

証人 (saksiy)は,施主の功徳を立証する人で,通常複数の人が立ち会う｡ 証人には,(1)

比丘, (2)賢者 (sukhamin),(3)国王,王子,皇太后等の王族, (4)宰相,将軍,(5)高

級,下級の役人 (kalan,Sarhpyafl),(6)母,息子, 娘,姉妹,兄弟等の家族,(7)在家信

者等が立っている｡

(1) 比丘 (阿簡梨を含む) pl.mos.17,22,29,39,41,51,77,83,99,101.152,206,

214b,23lb,237,251,298a,381,516.

(2) 王族 pl.mos.31,265,272,274,484a,494,495b,503.

(3) 宰相,将軍 pl.mos.39,51.

(4) 賢者 pl.mos.22,30a,39,129,132.

(5) 役人 pl.mos.24,29,123,272,274,282,298a,382,395,408,415,420a.

(6) 家族 pl.mos.132a,161a,265,416a.

(7) 在家信者 pl.mos.22,29,30a,41,62,70,122a,129,177a,195b,197,207,208,

210a,212,214b,236b,259,269,422a.

このほか, 証人には村長 (pl.no.123)や裁判官 (pl.no.149)が立つこともあった｡ま

た,夫婦が何組か立ち会ったケース (pl.mos.284,295)もある｡

証人の人数は一定していない｡一般に十人以下の場合 (pl.nos.22,41,62,101,197,207,

231b,259,265,381,422a) が多いが, 十人を越える場合 (pl.mos.29,39,70,83,122a,

177a,208,210a)もあった｡また,50人 (pl.no.99)という多数の証人が立ち会ったことも

ある｡

『証人に立つ』ことは,(1)証拠となる(saksiymti),(2)祝福する(anumodan豆khaw),

(3)見る (mra血),(4)聞 く (kr豆),(5)知る (si)などといった動詞, あるいはそれら二つ

または三つの組合せによって示されている｡

143〕龍山 1942,p.73.
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(1) 見 た

(2) 聞 い た

(3) 知 っ た

(4) 聞 き知 る

(5) 知 り聞 く

(6) 見 知 る

(7) 知 り見 る

(8) 見 聞 く

(9) 知 り見開 く

(10) 証拠となる

(ll) 祝 福 す る
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pl.mos.157,161b.

pl.mos.41,99,100b,182b,197,206,210a,231b,272.

pl.mos.loo乱,177a,183a,245b,274,592a.

pl.no.273.

pl.mos.39,123,210a,214b,273,419a.

pl.no.129.

pl.mos.152,244,272,381,395,422a.

pl.mos.101,122a.

pl.no.408.

pl.mos.39,70,88,94a,99,101,123,190a,407b,591b.

pl.nos.24,31,265,295,365a,399a,516.

Ⅲ 功徳の動機または目的

"功徳の動機"と "功徳の目的"とは同じ事柄の異なった表現にはかならないが,何が故に

かかる功徳を積むのかということを前もって施主が明らかにした場合が前者であり,施主が審

んだ功徳の結果かくあれかしと祈願する場合が後者である｡文章構成上,この両者が碑文の中

で別々に扱われているため,本稿でも便宜上 2部に分けて記述する｡

1. 功徳の動機

いろいろな理由が述べられているけれども,それらは,(1)個人的理由,(2)信徒としての

現実的理由,(3)大乗的発想の三つにまとめられる｡たいていの場合,理由は一つではなくい

くつかの要素がからみ合っている｡

(1) 個人的理由

(i) 神の国に去 りし夫を偲ぽんがため｡ pl.mos.143a,145,147a.b.

(ii) 『無常』の真理を畏怖して｡ pl.mos.143a,145,147a.b.

(iii) 生れ変わった時飢餓の苦しみを避けるため｡ pl.no.10a.

(iv) 輪廻 (SafLSar豆,Sarhsar豆)の苦しみから逃れんがため｡ pl.mos.10a,12,13,24,

138,164,200,530.

(V) 菩提 (sabba五uta五豆n,sabbaaupuhr豆chu)を得んがため｡ pl.nos.6,10a,13,

31,73,194,200,275,503.

(vi) 淫楽 (Niraban,Niyraban,Niyrapan,Nifirapan,Nibban)の幸を望むが故にo

pl.mos.12,140a,289,530.

(vi上)弥勤仏に値偶したきため｡ pl.no.293.
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以上の内,(iv)(Ⅴ)(vi)の三つは同じ事柄の異なった表現にすぎない｡当時のど′レマ人

にとって "漫盤"とは, 『諸々の苦 しみ (chaかray)が尽きる』(pl.nos.69,234), ある

いは 『苦 しみ (chuiw-flray)のない』(pl.nos.73,194,216),『あらゆる苦 しみが消滅す

る』(pl.mos.247,390)処であり, F輪廻の苦しみがいっさい消滅した』(pl.no.200),

『輪廻の苦 しみから解放 された』(pl.no.413)処として,理解されていた｡

(2) 信徒 としての現実的理由

(i) 比丘達の四肢身体を洗い清め,掃除をさせるため｡ pl.no.186.

(ii) 釈尊の教えを永遠に存続せしめんがため｡ pl.mos.84,398.

(iii) 三宝を豊かならしめるため｡ pl.mos.190a,293,421a,428.

(iv) 三宝を維持修理するため｡ pl.mos.69,164,234,235,393.

(V) 三宝を5,000年間存続せしめんため｡ pl.nos.272,274,275,290b,380,393,400a,

446a,453a,455a,458,470a,492C,494,513,516b,517a,523a,525b,530,532.

(vi) 功徳を5,000年間持続ゼしめんため｡ pl.mos.73,90,152,177b,228b,273.277,

401,474,478,486a,503.

仏陀の教えを,三宝を,あるいは功徳を永遠に存続せしめたいと顕 う反面,"5,000年間"

存続ゼしめるという表現もしばしば使われている｡ これは,仏陀の教えが 5,000年 しか続か

ないと当時のビルマ人が考えていたから144-にほかならない｡ ビルマ人の考えによれば, 釈

尊は入滅前その教えが2,500年続 くとしたが,その教えをさらに2,500年間金剛杵で守護す

るからと帝釈天に懇願されたため, 結局5,000年間になったのだ145)という｡ いわゆる "莱

法思想"とは違 うにしても,当時のビルマ人が 『仏教は一定期間しか持続しない』という考

えを抱いていたことはこれら碑文からして明らかである｡

(3) 大乗的発想によるもの

ここでいう "大乗的"発想 とは,施主が 自分自身の解脱を願 うだけでなく "衆生済斐"の

祈願を抱いていたことを指す｡施主の "利他''的心理による "回向''精神を意味する｡

(i) 全ての人を輪廻の苦 しみから救 うため｡ pl.mos.8a,73,194,235,249,275,283.

(ii) 全ての人間,諸々の天を浬繋-運びたいため. pl.no.275.

(iii) あらゆる生き物を淫梨の国へ至 らしめるため｡ pl.mos.73,194.

(iv) あらゆる生き物を解脱 させるため｡ pl.no.164.

"あらゆる生き物"すなわち有情とは,碑文では 『下は阿鼻地獄から上は有頂天に至るま

での宇宙にすむ生き物 ことごとく』(pl.nos.164,194)であり, 具体的には 『あらrゆる人

144)ThanTun‥ReligioninBurma,A.D.1000-1300," p.50.
145)HtinÅung1962,p.33.
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問,天』(pl,no.275)から 『あらゆる餓鬼,阿修羅,畜生』(pl.no.200)までを含むも

のである｡

2. 功徳の目的 (祈願内容)

祈願の内容は変化に富んでいて,いくとおりもの表現形式が見られる｡ それらを整理してみ

ると,(1)現実的,世俗的な祈願,(2) 自利的なもの,(3)利他的,大乗的性格をもつもの,

(4)輪廻思想が明確なものに大別される｡

(1) 現実的,世俗的な祈願

(i) 僧伽の必要をみたすものたれ｡ pl.no.29.

(ii) 人間世界にありてほ栄光大きく長寿たれ｡ pl.mos.38a,144,146,186,224,239,

298a,403a.

(iii) 無病で長寿たれ｡ pl.mos.82b,216,235,250,298a,401,421a.

(iv) 豊かで幸たれ｡ pl.mos.416a,42la.

(Ⅴ) 財多 く無病長寿で容姿美しく声柔らかで全ての人や神に愛され敬われるように｡ pl.

nos.235,247.

(vi) 浬架を得るまでの間不幸ならざるべし｡ pl.mos.130,235.

(2) 自利的な祈願

(i) 菩提を得たい｡ pl.mos.6,140b,216,235,247, 396b.

(ii) 浬架に至 りたい｡ pl.mos.90,130,132a,214b,296,416a,481a.

(iii) 阿羅漢になりたい｡ pl.mos.lob,23,235,249.

(iv) わが望みしものをみたさせよ｡ pl.mos.182a,421a.

(Ⅴ) 望みしものを得るまでの問,みたすべき波羅蜜をみたしたい｡ pl.no.273.

(vi) 仏果を得たい｡ pl.mos.382,386,458.

(vii) 仏乗を得るまでの間,三宝を尊崇したい｡ pl.no.382.

(viii)求める恵みが得られるまでの間,地獄へ行きたくない｡ pl.no.386.

(i.x) 成仏するまでの間,輪廻において四悪趣に行きたくない｡ pl.no.396b.

(Ⅹ) 貧しくなく,地獄へ行かず,人間となりては転輪聖王の栄華を享受したし｡pl.no.197.

(Ⅹi) 神となりては帝釈天の栄華を享受したし｡ この世にありて弥勤仏となりたし｡ pl.

no.197.

(Ⅹii) 仏栗を得るまでの間,善人,善神となるへし｡ pl.mos.382,472.

(3) 利他的,大乗的祈願

この祈願には,施主が積んだ功徳を他人の成仏のために回し向けるという "普回向"的意

識がある｡
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(i) 浬磐に至るまでの問, 彼 らにも私と同じように得きしめよ｡ pl.nos.38a,41,68,

104,110,126,139,144,148,153a,160b,165a,177a,185,186,223b,224,229,232,

235,239,240,243,250,254b,269,282,283,289,291,379,382,383b,393,395,

396b,398,399b,400a,401,403a,412b,416b,420a,436a,438a,453a,48la,486b,

491,495b,520b.

(ii) (彼 らをして)漫架の幸を得さしめよ｡ pl.mos.6,82b,90,96,143a,186,229,

298a,380,412a,421a,472.

ここで想定 されている =担架''とは, FR熟した聖人達が願望する快い状態』 (pl.no.

69)であり,『苦 しみのない』(pl.mos.235,238,240,436a,458),『不死の国』(pl.mos.

202,206)である｡

(iii) (彼らをして)息災たらしめよ｡ pl.no.5.

(iv) (彼らに)求めるものを得きしめよ｡ pl.mos.13,275,403a.

(Ⅴ) (彼らをして)阿羅漢にならせよ｡ pl.no.149.

(vi) (彼 らに)仏果, 梓支仏果, 阿羅漢晃を得きしめよ｡ pl.mos.233,235,239,240,

247.

(vii) 弥勤仏に救われよ｡ pl.no.419a.

(viii)水,空の主に値偶せよ｡ pl.no.202.

(ix) (彼らをして)人間,天界を支配する転輪聖王にさえならしめよ｡ pl.no.415.

(Ⅹ) 地獄に堕ちた者も,この功徳によって救われるへし｡ pl.no.277.

(Ⅹi) 私益は測 り知れず,無限なりと仏陀説け り｡ 説きし法の如 く得るべし｡pl.mos.428,

495b.

(4) 輪廻思想がうかがえる祈願

(i) 人間となりては善人となjt｡ pl.no.291.

(ii) 人間となりては尊き人,神 となりては尊き神 となるへし｡ pl.no.69.

(iii) 人間となりては普通の 人より尊 く, 神となりては 普通の神より尊 くなるぺし｡ pl.

nos.187,206,235,247.

(iv〕 人間に生まれ変わらはあらゆる人より導き王, 全世界の帝王, 富豪, 長老となれ｡

pl.no.31.

(Ⅴ) 人間となりても神となりても畜生と なりても, 貿 しからず 不幸たらざるべし｡ pl.

no.196.

(vi) 人の栄華, 神の栄華, 浬盤の栄華を甘受 したし｡ pl.mos.64,69,144,146,185,

186,192,202,233,239,245b,401,412a,421a,481a,504.

(vii)人間となりても等 しく,神 とな りても等 しく恩恵を受けるべし｡ pl.no.380.
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(viii)死なば,朝夕礼拝される神となりたし｡ pl.no.273.

(ix) 神となりせば,菩薩の在す兜率天に生まれたし｡ pl.no.206.

(Ⅹ) 六欲天 (natrw豆6p豆)にて受けるべき葦栄を享受せよ｡ pl.no.244.

(Ⅹi) 六欲天の二十層で享受せよ｡ pl.no.277.

(Ⅹii)四天王天,柏利天,夜摩天,兜率天,化楽天,他化自在天,これら天の寿命に応じて

生きるべし｡ pl.no.69.

ⅠⅤ 祈願される対象 (功徳の回向)

祈願される対象というのは,施主の積んだ功徳が回し向けられる対象を指す｡ここでは,祈

願の目的以上に "普回向"的性格が明確に現われてくる｡施主達のこうした "利他"的な願い

をもって直ちに,当時のビルマの仏教が大乗仏教であったと断定することはもちろんできない

が,大乗的意識が当時のビルマ人仏教徒にあったことは否定できない｡

祈願される対象の内,最も多いのは施主の積んだ "功徳の尊崇老"である｡ 功徳の尊崇者で

ある限り,それは肉身であろうと他人であろうと,また出家であろうと在家信者であろうと,

王族であろうとなかろうと,一切おかまいなしである｡ だが,こうした "尊崇老"一般と合わ

せて,両親,妻子といった特定の対象に "回向''している場合が圧倒的に多い｡ それらを分け

てみると次のようになる｡

(i) 功徳の尊崇者 pl.mos.12,13,24,69,146,153a,223b,229,233,235,238,245b,

250,265,269,275,283,291,298a,379,380,382,383b,393,395,396b,398,399b,

400a,401,403a,412b,416a.b,420a,42la,428,436a,438a,453a,472,486b,491,

495b,504.

(ii) 功徳の保護者 pl.mos.41,64,82b,239,240,250,289.

(iii) 功徳の祝福老 pl.mos.265,295,365a.

(iv) 三宝の礼拝老 pl.mos.143a,144∴

(Ⅴ) 肉 親 (家族) pl.mos.5,6,23,68,84,110,184,187,197,235,248,275,408,

48la.

肉親 (または家族)という場合, そこには子,蘇,父,母,祖父,祖母,曾祖父,夫,

妻,義父母,兄,弟,柿,妹,叔 (伯)父,叔 (伯)母,甥,子孫のいっさいを含む｡ ま

た,子孫という場合には,通常七代まで (pl.mos.87,187,392)である｡

(vi) 出家 pl.mos.6,31,38a,87,126.

出家の場合は,比丘,僧正,阿閣梨,羅漢等の表現が使われ,僧伽の構成員全員という場

合もある｡

(vii)王族 pl.mos.31,38a,69,73,184,216,235,244,247,248,249,393.
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王族とい う場合,国王,王妃, 王子,王女,王弟,王妹等が含まれる｡ 国王は 『現国王』

(pl･nos･110,244),のみならず, Fすでにこの世を去った王』(pl.no.393)辛,『未来に

おいて現われる国王』(pl.nos.110,216,235,244,393)まで含まれる｡国王への "回向"

はきわめて強 く, 『主君』(pl.mos.68,90,243,254b,275)という言葉でもって,単に

"国王"のみならず "国家安泰''という含みをもたせている場 合もあると解釈 される｡

(viii)宰相,武将,将兵,高級 ･下級の役人,女官一般｡ pl.mos.6,31,38a,69,73,216,

235,244,247,248,249,254b,393,403a.

(ix) 有情のすべて｡

これには, さまざまな言葉が使われている｡ 例えば, 他人 (pl.no.5),貧しき人 (pl.

no･69),老若男女 ことごとく (pl.mos.23,126),奴隷 (pl.no.23)など｡ 一般には,汰

のような表現がなされている｡

(イ) 人間,神のすべて｡ pl.no.184.

(ロ) 閣浮堤 (jambudipklwan,jambuditklwan,jambudip豆klwan,cambutit)上に

あるあらゆる生き物｡ pl.no.236,244,247,491,506,526.

(-) 生きとし生けるものすべて (sabbasattw豆khapsim)｡pl.nos.96,110,214b,243,

289,393,400a,416b.

(ニ) 帝釈天 (sakr豆)をはじめとする天 (nat-my豆)のすべて,下界の無間地獄 (awiciy)

をはじめとする地獄界のもの (bray-sti)すべて｡ pl.nos.68,382.

(ホ) 夜魔王 (yamamad)をはじめとする畜生 (sattaw豆)のすべて｡ pl.nos.216,244.

(-) 帝釈天,焚天 (brahm豆),四王天 (catulokap豆は natmad)のすべて,閣魔王,

人間,畜生のすべて｡ pl.mos.235,247,393,398,408,412b,438a.

(I) 下は無間地獄から上は最上天に至るまでの宇宙にすむあらゆる生き物,人間,神,育

生のすべて｡ pl.mos.6,38a,73,84,87,126,232,249,273,275,392,396b,403,

458,481a.

(チ) 欲界 (k豆mabh豆W),色界 (rtipabh豆W),無色界 (artipabh豆W)にすむあらゆる

生 き物｡ pl.no.6,

Ⅴ ま と め

パガン,ピソヤ,インワ時代のビルマ語碑文を判読することによって,当時のビルマの宗教

およびビルマ人の宗教意識を次のようにまとめることができる｡

(1) パガン, ピンヤ, インワ時代のビルマの宗教は, 基本的にはセイロンの流れを くむ

"南方上座部"仏教であった｡パ-リ語一切経 (Tipitaka)がその中心経典である｡

(2) 当時のビルマ人仏教徒には `̀輪廻思想" が明確に看取される｡ ビルマ人にとって,
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`̀死''は単なる肉体の滅亡ではなく,六道を輪廻するものとして理解されていた｡

(3) こうした死の観念は,必然的に輪廻からの解放を志向するものへと転化してゆく｡ 当

時のビルマ人仏教徒は, ぱ く大な資産, 時には全財産を投げうって仏像鋳造, 仏塔伽藍の建

立,三宝への土地および奴隷の寄進といったような功徳を積む行為に専念した｡そして,それ

らの功徳が解脱,菩提,浬磐へと施主を導 くと信じられた｡

(4) ビルマ人仏教徒の祈願内容を整理してみると,当時のビルマ人の宇宙観ははば次のよ

うになる｡

六欲天一人間界一阿修羅一餓鬼一畜生一地獄

(5) 功徳の動機または目的および祈願される対象等を分析してみると,そこに自身の悟 り

を意図する `̀自利"的態度のほかに =衆生済度"という施主の "利他"的 "普回向''的心理が

うかがえる｡ これは大乗仏教的要素,特に法華思想の根底を成すもので,当時のビルマの仏教

に大栗的な面が少なくなかったことを裏づける｡

(6) 大乗仏教の存在は,碑文の総礼文 (観音菩薩への帰命)によっても,さらにまた焚語

経典の存在等によっても確認される｡
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